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ス
キ

初
め
出
問
屋
五
兵
衛
X
は
長
兵
衛
と
い
う
た
が
、
明

一

ス
ギ
ム
ラ
プ
ン
イ
チ
杉
村
文
一

加
賀
滞
士
杉

治
の
後
杉
野
長
訟
と
改
め
た
。
釧
稔
は
之
を
年
鼠
に

一
一
府
立
正
の
弟
。
文
久
元
年
生
ま
る
0

・又
一
年
少
に

L

mvび
、
不
殺
胞
と
奴

L
、
江
桜
の
後
を
受
け
て
問
中
京

一
て
附

mを
町
民
へ

.
深
く
長
泌
袋
と
交
っ
た
。
十
年
商

を
線
開

L
、
起
開時
mM
・烏一
r
M
m
・民間相

χ
は
減
水
商
常

一
一
間
の
役
起
っ
た
時
能
涯
の
七
賂
に
陪
た
が
、
九
且
金

入
と
も
い
う
た
。
明
治
十
八
年
四
且
ニ
イ
日
制
限
、
苧

一
仰
に
仰
で
、
辿
町
出
及
び
応
山
一
良
と
凶
約
L
、
十
=

作
七
十
王
。

一
月
東
上
し
て
、
十
一
日
時
五
且
十
四
日
露
総
大
久
保
利

ス
ギ
ノ
ミ
ヅ

杉
J

水

江
泊
川
拠
山
方
に
凶
す

一
辺
を
紀
賂
列
町
に
暗
殺
し
、
七
且
サ
七
日
新
刑
に
雌

る
邸
前
。

一
せ
ら
れ
た
。
時
に
年
十
八。

ス
ギ
J
Z
ヅ
イ
シ

杉
ノ
水
石

江
川
山
川
杉
，
水
か

一

ス
ギ
モ
ト
オ
ト
ギ
テ
杉
本
乙
菊

第
永
二
年
金

ら
仰
で
、
分
僻
し
た
石
英
則
而
岩
の
今
内
川
岩
川
酬
を
な

一
搾
に
生
ま
る
。
矢
作
左
衛
門
は
加
到
滞
に
仕
へ
て
こ

す
も
の
で
、
九
谷
焼
の
原
料
に
供
せ
ら
れ
る
。

一
一
円
石
を
受
け
た
。
乙
街
一
中
生
向
凶
一
良
の
お
人
を
誕

ス
ギ
ノ
メ
イ

杉
野
盟

活
腐
器
三
郎
多
助
。

一
ひ
、
迭
に
制
掠
り
て
明
治
十
一
日
ヰ
五
且
十
四
日
彦
総

明
和
二
年
養
父
密
兵
衛
近
方
の
治
知
三
刊
石
を
間
四

一
大
久
保
利
過
を
東
京
紀
尾
剣
町
に
暗
殺
し
た
お
、
七

rg
、
御
路
加
盟
に
叫
惜
し
、
政
作
潜
行
に
任
じ
、
見
放
四

-
月
什
七
日
輸
刑
に
雌
せ
ら
れ
た
。
時
に
三
十
説
。

作
物
市
川
凱
よ
り
次
第
に
界
出
し
て
御
服
組
問
に
京

一

ス
ギ
モ
ト
h
y
ジ
ユ
ウ
ロ
ウ

杉
本
九
十
郎

九

十

り
、
文
政
-U
年
目
止
祢
聞
と
な
り
、
同
年
致
付
し
て
随

一
郎
は
背
地
揃
四
郎
都
立
の
配
下
に
邸
す
る
歩
士
移
木

町
山
と
蹴
L
、
料
=
一
刊
討
を
泣
け
、
天
保
中
九
十
段
を

一
三
~
抗
議
隣
の
絹
子
で
、
年
十
六
で
あ
っ
た
。
沈
永
…
1

以
て
残
し
た
o

-
年
四
月
別
臼
の
夜
九
十
郎
隙
家
紛
日
出
伊
兵
衛
の
家
に

ス
ギ
ノ
ヤ

杉
野
屋
刑
制
咋
抑

ω知
院
内
泊
以
庄

E

至
。
、
そ
の
伐
勘
助
と
恭
そ
附
ん
で
民
た
が
、
岡
山柚

に
印
刷
す
る
部
首
問
。
滋
興
の
姐
附
叫
制
砲
に
、『V
A
杉
野
鼠

一
行
m
M闘
の
小
川
七
丞
の
子
太
郎
三
郎
は
伐
に
在
っ
て

を
泊
る
と
て
、
符
人
の
忠
ふ
し
る
し
の
克
・え
ね
ど
も

一
成
勘
助
に
助
言
を
奥

へ
た
。
太
郎
三
郎
は
十
三
依
で

間
は
で
は
い
か
で
杉
野
鼠
の
盟
。
』
と
い
ひ
、
父
能
常

一
あ
っ
た
。

九
十
郎
乃
ち
之
を
戒
め
た
が
、
太
郎
三
郎

名
跡
芯
に
は
、『
杉
山
日
島
村
、
従
来
よ
り
少
し
山
の
手

一
は
服
せ
ず
し
て
ほ
白
L
、
九
十
郎
が
先
に
家
を
出
た

に
有
。
土
屋
氏
の
十
村
役
あ
り
。
父
苦
情
と
一
z
r
u
姓

一
の
に
探
聞
出
し
て
来
て
、
卑
怯
北
口
逃
げ
る
な
と
呼
ん
だ

あ
り
。
此
村
の
氏
榊
は
建
問
皿
作
の
不
動
寂
也
。
』
と
あ

一
か
ら
、
九
十
郎
は
磁
怒
し
て
太
郎
三
郎
を
腕
り
、
こ

る。

杉
野
屋
と
官
阪
と
の
飯
町
貯
に
天
王
松
と
い
ふ
大

一
日
の
夜
起
に
死
に
京
ら
し
め
た
。
滞
凶
っ
て
九
十
郎

制
が
あ
っ
た
が
、広
永
切
に
枯
れ
た
o
本
村
は
も
と
官

一
を
組
問
の
家
に
砂
し
、
九
日
箆
に
竹
凶
字
右
衛
門
の

以
下
村
と
い
ふ
た
と
の
枕
が
あ
る
が
供
じ
ら
れ
ぬ
。

一
郎
に
釧
し
、
サ
九
日
切
隠
せ
し
め
た
。
九
十
郎
級
幹

ス
ギ
ヒ
ラ
杉
平

臥
京
都
川
似
川
郷
に
幽
す
る

一
一短少
、
向
縦
訓
を
む
し
て
居
た
が
、
そ
の
怨
止
従
容
、

部
世
間
。

一
大
に
見
る
者
を
感
ぜ
し
め
た
。
こ
の
郁
は
鳩
換
の
駿

ス
ギ
ヒ
ラ
イ
シ

杉
平
右

臥
奈
川
彰
M
T
か
ら
径

一
辺
却
諸
に
総
せ
ら
れ
て
、
世
〈

附
民
知
ら
れ
て
医

す
る
石
材
。
赤
石
と
も
僻
す
る
。
代
制
石
で
、赤
鋭
敏

一
司
令
。
慌
時
父
三
-叫
叫
は
江
戸
に
在
っ
た
が
、
期
刷
出
削
聞
を

の
粉
末
と
粘
土
と
を
出
じ
、
質
限
〈
机
殺
で
あ
る
。

一
以
て
、
九
十
郎
が
向
指
ゐ
銀
総
あ
る
を
以
て
、
彼
令

ス
ギ
モ
ト
ミ
チ
ナ
カ
杉
本
笹
中

沼
抑
制
消
附
・伴

七
・
漏
左
衛
門
。
初
め
御
府
間
坊
主
。
宮下保
十

一
年

御
歩
と
な
り
、
元
文
五
年
新
知
百
・
石
を
受
け
、
後
五

十
石
を
加
へ
て
組
外
に
列
し
、
市
御
土
踏
務
行
と
な

っ
た
。
子
孫
相
綴
い
で
掛川に
仕
へ
る
。

ス
ギ
モ
ト
Z
ワ
ス
ケ
杉
本
美
和
介

幼
名
駒
太

ス
ギ
モ
ト
サ
ヲ
ザ
エ
モ
ン
杉
本
作
左
衛
門

越

前
府
中
に
於
い
て
前
田
利
家
に
仕
へ
た
。

子
孫
悦
h
H

滞
の
献
を
受
け
る
。

ス
ギ
モ
ト
シ
ロ
エ
モ
ン

杉
本
四
郎
右
衛

門

初

め
初
代
総
双
の
医
で
、
後
越
前
府
中
に
於
い
て
附
間

利
家
に
仕
へ
、
政
百
五
十
一白
を
受
け
た
。
嫡
子
次
郎

左
衛
門
五
百
石
に
限
り
、
利
叫m
に
仕
へ
た
が
、
そ
の

子
先
恭
延
箆
一
均
年
に
自
殺
し
て
断
紛
L
、
四
子
四
郎

左
衛
門
の
系
は
永
〈
掛
川
に
仕
へ
た
。

ス
ギ
モ
ト
ノ
リ
ツ
ネ
杉
本
敬
地
一
泊
抑
制
正
臓

・

作
右
衛
門
。
延
亭
十
三
年
新
番
、
天
明
六
年
新
知
百

五
十
石
を
受
け
て
同
小
耐
に
任
じ
、
寛
政
三
年
一
五
十

石
を
加
へ

、組
外
に
列
し
て
江
戸
御
限
式
番
と
な
り
、

克
政
七
年
波
し
た
。

死
を
鴎
は
る
も
そ
の
動
作
必
ず
怯
悩
な
る
こ
と
な
か

る
べ
き
が
放
に
、
心
を
安
ん
じ
て
可
な
り
と
告
げ
た

が
、
=一
-誌
は
之
を
人
に
示
し
て
、
鳩山端
の
い
ふ
岡
山
此

〈
の
如
き
も
、
幼
児
に
灸
を
勤
ぜ
ん
と
す
る
や
、
初

は
畏
怖
の
色
な
き
も
、
火
を
執
っ
て
之
に
射
す
る
時

は
梯
泣
す
る
・も
の
で
あ
る
。
需
が
児
亦
年
少
、
そ
の

白
川
の
朕
mm
L
て
如
何
な
り
し
か
を
附
く
に
あ
ら
.
古

れ
ば
心
を
安
ん
ず
る
を
得
ず
と
い
う
た
。
初
段
は
、

こ
の
矢
な
く
ば
こ
の
子
あ
ら
じ
と
榔
し
た
。
三
丞
の

妥
も
亦
烈
紛
で
、
九
十
郎
が
組
問
削
の
家
に
移
さ
れ
ん

と
し
た
時
別
穏
を
汲
ん
で
門
外
に
詮
り
、
一

一
仰
の
暗

涙
を
も
浮
べ
な
ん
だ
と
、
町四
四
郎
の
磁
聞
に
犯
し
て

あ
る
。

ス
ギ
ヤ
マ
杉
山

珠
洲
郡
正
院
郷
に
凪
す
る
部

世
間
。
元
職
十
四
年
の
郷
村
名
義
抄
に
、『
自
古
此
町
大

き
成
杉
木
山
に
て
御
座
候
尚
、杉
木
也
料
、
兆
跡
に
村

立
出
来
に
付
、
杉
山
村
と
巾
問
巾
飢
餓
。
』
と
あ
る
。

ス
ギ
ヤ
マ
虫
カ
シ
ゲ
杉
山
隆
霊

泊
柄
小
山
o

mは
後
際
新
兵
衛
の
子
で
、
杉
山
小
在
術
門
に
誌
は

れ
た
も
の
。
天
正
十
六
年
前
川
利
家
に
仕
へ
た
。
子

孫
世
々
務
に
制
製
ぐ
。

郎
o
七
肢
に
し
て
江
戸
に
赴
き
、
務
伎
の
附
嗣
前
凶

附
匝
山
中
に
近
侍
し
、
丸
山
叫
の
時
金
開
に
郎
り
て
近
習

を
絡
め
、
後
大
小
将
繊
同
に
進
み
、
明
治
民
民
の
役

に一

隊
を
率
ゐ
て
越
後
に
入
り
、
大
に
級
功
を
立
て

た
。
製
す
る
時
防
五
十
六
七
で
あ
っ
た
。

ス
ギ
モ
ト
モ
リ
ノ
リ
杉
本
守
典
、
泊
抑
制
卸
宿
衛

門
。
初
め
定
格
御
歩
御
近
習
と
な
白
、
文
化
抗
年
新

知
百
石
を
受
け
て
組
外
に
列
L
、
天
保
十
一
日
中
七
十

七
訟
を
以
て
夜
。
子
孫
糊
醐
嗣
い
で
滞
に
仕

へ
る
。

ス
ギ
モ
ト
ヨ
シ
チ
カ
杉
本
義
隣

沼
都
三
之
恭
。

前
附
綱
紀
に
仕
へ
て
定
帯
歩
士
で
あ
っ
た
。
一
兆
融
市

赤
穂
町出
士
の
復
貯
の
感
あ
る
や
、
戦
怖
の
江
戸
よ
b

mし
た
報
告
は
、
甥
川
掛
が
義
人
録
組
側
の
資
料
と
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。
箆
永
六
年
諮
問
附
滞
命
を
準
じ
、

長
慌
の
限
士
渡
泡
幸
陥
に
脱
き
て
必
の
見
聞
し
た-肋

を
徴
L
、
之
を
録
し
て
帯
賂
物
相
と
泊
し
た
。
議
院

の
子
は
少
年
に
し
て
切
阪
を
命
ぜ
ら
れ
た
九
十
郎
で

あ
る
。ス

ギ
モ
リ

杉

森

能

楽
抑
制
町
市
郷
に
制
す
る
邸

前
。
祇
陀
寺
阪
点
和
三
年
五
且
二
日
河
内
佐
惣
制
限

限
頂
宗
の
約
巡
航
に
、『
mM
波
加
白
凶
河
内
庄
内
相
森

野
牢
分

m-IK。』
と
あ
る
。
河
内
庄
は
石
川
能
楽

二
部
に
跨
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

ス
ギ
モ
リ
杉
森

鴎
mMm
一仙
川
保
に
凶
す
る
惚

古
川
。

四
四
八


